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広報WARABI
～今月の特集～

◦いきいき高齢者…………………２
◦日頃の備えを見直しましょう…６
◦わらび市政スポット……………８

夏の風物詩 ｢わらび機まつり｣
　先月上旬に駅前通りで開催し、延べ23万
人が来場。きらびやかな箱飾りを前に、鮮や
かな浴衣と笑顔が夏の夜を彩っていました。



駐
輪
場
で
自
転
車
を
整
理
す
る
坪
田
さ
ん

の
通
勤
時
間
帯
、
駐
輪
場

に
次
々
と
入
っ
て
く
る
利

用
者
一
人
ひ
と
り
と
挨
拶
を
交
わ

し
な
が
ら
、
場
内
の
自
転
車
を
整

理
す
る
の
は
、
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（
以
下「
シ
ル
バ
ー
」）

会
員
の
坪
田
さ
ん
で
す
。
64
歳
で

長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
後
、
自

由
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

が
、
２
か
月
も
す
る
と
手
持
ち
無

沙
汰
に
。
シ
ル
バ
ー
の
こ
と
は
駅

前
の
看
板
を
見
て
気
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
思
い
切
っ
て
入
会
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
駐
輪
場
の
管
理

と
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
見
回

り
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ル
バ
ー
に
は
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
必
要
な
も
の
が
た

く
さ
ん
備
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
力
説
す
る
坪
田
さ
ん
。
仕
事
を

通
じ
て
適
度
に
体
を
動
か
せ
る
上
、

家
族
以
外
の
人
と
の
会
話
や
関
わ

り
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

全
く
接
点
の
な
か
っ
た
異
業
種
を

歩
ん
で
き
た
会
員
同
士
の
交
流
も

新
鮮
で
面
白
い
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
入
会
し
て
知
っ
た
そ
の
魅

力
を
、
周
り
の
人
に
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
言
い
、
実
際
に
ご
近

所
の
人
が
坪
田
さ
ん
の
話
を
聞
い

た
り
、
い
き
い
き
と
活
動
す
る
姿

を
見
た
り
し
て
、
シ
ル
バ
ー
に
入

会
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
い
ち
ば
ん
の
趣
味
は
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
会
社
員
時
代

は
運
動
習
慣
が
な
く
、
53
歳
の
時

に
は
急
性
心
筋
梗
塞
に
も
な
り
ま

し
た
が
、退
職
後
に
一
念
発
起
し
、

現
在
ま
で
熱
心
に
続
け
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
以
前
よ
り
ス
リ
ム
に
。
体
調

も
良
く
な
っ
て
、
好
き
な
旅
行
や

お
い
し
い
食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。「
健
康
寿
命
は
大
事
で
す
よ
。

健
康
を
損
ね
て
、
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
な
い
な
ん
て
寂
し
い
で
し

ょ
う
」
と
、
今
日
も
さ
っ
そ
う
と

歩
き
続
け
ま
す
。

特集：いきいき高齢者

　年齢を重ねても、好きなことを続け、 新しいことにも挑戦しながら、住み慣
れたまちで、いつまでも自分らしく暮ら し続けていくことは、多くの人の願い
です。今月16日は敬老の日。ここ２、３ ㌻では、地域で充実した活動を続けな
がら、毎日をはつらつと過ごすシニア世 代の２人を紹介します。

充実した生活を

輝くシニアの力

坪
つぼ

田
た

 雄
ゆう

三
ぞう

 さん　74歳　中央

退
職
後
の
新
た
な
道
で
日
々
い
き
い
き

～シルバーのお仕事（一部抜粋）～ 入会説明会のご案内
　入会に当たっては、説明会への参加が必要です（事
前予約制）。
《今月の開催日程》

24日（火）　午前９時半　旭町公民館
※以降の日程は同センターにご確認を。
《予約方法》
電話で同センターか右記二次元コード

 管理業務	 サービス業務
 ○公共施設管理 ○家事サービス
 ○放置自転車対策 ○家庭内ゴミ出し
 ○駐車場管理 ○蜂の巣駆除

一般作業		  技能を生かす仕事
○マンション清掃 ○除草 ○植木の剪

せん

定・伐採
○粗大ごみ持ち出し ○ビル清掃 ○賞状宛名書き

朝
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公
民
館
で
外
国
人
住
民
の

た
め
の
日
本
語
教
室
を
開

い
て
い
る
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　

ワ
ラ
ビ
ー
西
」
の
皆
さ
ん
。

木
内
さ
ん
が
、
そ
の
一
員
と
し
て

活
動
を
始
め
た
の
は
、
約
20
年
前

の
こ
と
で
す
。
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
修
了
後
、
地
元
の
西

公
民
館
で
活
動
す
る
同
団
体
に
参

加
し
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
の

日
本
語
学
習
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
初
め
て
教
室
に
来
た
時
は
拙

か
っ
た
日
本
語
が
、
通
い
続
け
る

中
で
上
達
し
、
日
本
語
を
使
う
仕

事
に
就
く
よ
う
に
な
る
参
加
者
も

多
く
、
そ
う
し
た
姿
を
見
る
こ
と

が
活
動
の
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
質
問
に
優
し
く
答
え
る
木
内
さ
ん

 

　

教
室
は
講
義
形
式
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
参
加
者
に
よ
る

日
本
語
の
自
由
な
会
話
が
中
心
で
、

時
に
笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
明
る

い
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。
木
内
さ
ん
は
「
単
に
日

本
語
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
会

話
を
通
じ
て
、
私
た
ち
も
他
国
の

文
化
や
言
葉
を
教
え
て
も
ら
う
。

そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
、
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

探
求
心
が
強
く
、
一
つ
の
こ
と

を
長
く
続
け
る
タ
イ
プ
だ
と
言
う

木
内
さ
ん
が
も
う
一
つ
続
け
て
い

る
の
が
、
児
童
文
学
の
同
人
活
動

で
す
。
こ
ち
ら
は
40
年
以
上
続
け

て
い
て
、
商
業
出
版
さ
れ
た
作
品

も
多
数
。
今
で
も
月
に
１
回
、
児

童
文
学
の
会
に
参
加
し
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
な
ど
の
交

流
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
幅
広
い
活
動
を
支
え

る
元
気
の
秘
訣け

つ

は
人
と
の
交
流
を

楽
し
む
こ
と
。「
西
公
民
館
ま
で
通

え
る
間
は
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
教

室
の
仲
間
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　年齢を重ねても、好きなことを続け、 新しいことにも挑戦しながら、住み慣
れたまちで、いつまでも自分らしく暮ら し続けていくことは、多くの人の願い
です。今月16日は敬老の日。ここ２、３ ㌻では、地域で充実した活動を続けな
がら、毎日をはつらつと過ごすシニア世 代の２人を紹介します。

木
き

内
うち

 恭
きょう

子
こ

 さん　84歳　錦町

楽
し
む
気
持
ち
が
活
動
を
続
け
る
力
に

生きがいを持っていつまでも

地域でいきいき！

　蕨市シルバー人材センターでは、仕事や子育てなど
がひと段落された高齢者の生きがいや健康づくりのた
め、さまざまな仕事を提供しています（右㌻参照）。
その人の希望に合った働き方ができ、講習会などのサ
ポートも充実していて、未経験でも安心。特別な資格
や難しい手続きなどは要りません。

　高齢者の皆さんの経験や技術を就業を通して、地域
に生かしませんか。
対象＝健康で働く意欲のある60
歳以上の人　※会員登録制
問い合わせ＝同センター

（中央１－30－２　緯433・0962）

西

蕨市シルバー人材センターへご入会ください

蕨　駅
西　口

蕨駅西口交番

駅
前
通
り

●

★ シルバー人材センター
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者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
人
に
月
額
５
０
０
０
円
を
支
給
。

対
象
＝
蕨
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
人　

①
65
歳

以
上　

②
施
設
に
入
所
し
て
い
な

い　

③
介
護
保
険
の
要
介
護
４
か

５　

④
介
護
保
険
の
保
険
料
段
階

が
第
３
段
階
以
下
（
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
）
⑤
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障

害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
に
係
る
助
成

／
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人　

①
市
内
に
１
年
以
上
在
住

②
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、

配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫

婦
世
帯　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税　

※
そ
の
他
条
件
あ
り
。

▼
入
居
保
証
料
助
成
／
市
内
の
民

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
自
己
負
担
あ
り
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
市
内
理
美
容
の

割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘は

い

徊か
い

行
動
の
あ
る
高
齢

間
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
と
き
に
、

市
と
協
定
し
た
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
、初
回
保
証
料
の
２
分
の
１（
上

限
３
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

▼
家
賃
助
成
／
対
象
者
が
住
む
民

間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
額
（
月
額
）
＝
①
家
賃

が
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

６
０
０
０
円　

②
家
賃
が
月
額
３

万
円
以
上
６
万
円
以
下　

１
万
円

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

今
後
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
が
高

齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え
た
住
宅

を
建
築
す
る
際
の
必
要
な
資
金
融

資
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
、利
子
を
全
額
助
成
。

融
資
限
度
額
＝
１
２
０
万
円

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
助
成
／
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
、
扉
や
便
器
の
取
り
替
え

な
ど
。
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人　

①
65
歳
以
上
の
在
宅

高
齢
者　
②
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
に
該
当
し
な
い　

③
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税　

※
そ
の

他
条
件
あ
り
。
助
成
額
＝
改
修
費

の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
10
万
円

　

●
補
聴
器
購
入
費
助
成
／
65
歳

以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
に
な
ら
な
い
中
等
度
難
聴
の

人
に
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助

成　

※
要
事
前
申
請
。
上
限
４
万

円
。
片
耳
１
台
分
で
１
回
限
り
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
人
に
、

自
宅
で
利
用
で
き
る
割
引
券
を
差

し
上
げ
ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
が
困
難
な

独
り
暮
ら
し
か
高
齢
者
世
帯
に
毎

月
１
回（
11
月
〜
３
月
は
月
２
回
）、

寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま
す
。
寝

具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
温

か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付
／
火

災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器
、
自
動

消
火
器
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
65

歳
以
上
の
人
に
給
付
し
ま
す
。
※

所
得
に
よ
り
本
人
負
担
が
生
じ
る

場
合
あ
り
。

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

ご活用ください
高齢者福祉事業

満年齢 金額

75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円
99歳以上 50,000円

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

特集：いきいき高齢者

　65歳以上の市民は、人口の約23％に当たる
17,445人です（８月１日現在）。そこで、こ
こでは、各種福祉事業や制度を紹介します。

問い合わせ＝健康長寿課（緯433・7756）

フレイル予防教室で健康維持仲間と楽しくいきいき百歳体操
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●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

常
時
お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
65
歳
以
上
の
人

　

●
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
／
健
康

に
不
安
の
あ
る
65
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
固

定
電
話
に
受
信
セ
ン
タ
ー
と
直
結

し
た
専
用
機
器
を
設
置
。
健
康
相

談
や
救
急
車
の
要
請
、
出
動
員
の

派
遣
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
※
固
定
電
話
が
な
い
人

も
申
請
で
き
ま
す
。

　

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な

ど
の
支
援
を
行
う
総
合
相
談
窓
口
。

　

●
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
434
・
６
７
２
１
）／
錦
町
、

北
町
、
中
央
１
・
３
〜
６
丁
目
に

お
住
ま
い
の
人

▼
介
護
者
交
流
サ
ロ
ン　

あ
か
り

／
10
日（
火
）　

午
後
１
時
半　

中

央
３
丁
目
旭
町
町
会
集
会
所　

無

料　

直
接
会
場
へ

▼
ち
ょ
こ
っ
と　

貯
筋
体
操
教
室

け
や
き
／
13
日（
金
）　

午
前
10
時

15
分　

北
町
公
民
館　

65
歳
以
上

の
市
民　

直
接
会
場
へ

▼
誰
で
も
サ
ロ
ン
／
18
日（
水
）　

午
後
１
時
半　
旭
町
公
民
館　
65
歳

以
上
の
市
民　
無
料　
直
接
会
場
へ

▼
体
操
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ

ン　

き
ら
り
／
26
日（
木
）　

午
前

10
時　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー   

65
歳
以
上
の
市
民　

直
接
会
場
へ

▼
人
生
会
議
／
10
月
22
日（
火
）　

午
後
２
時　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

市
民　

30
人　

申
し
込
み

＝
９
日
〜
10
月
11
日
に
第
一
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

●
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
290
・
８
５
８
７
）／
中
央
２
・

７
丁
目
、
南
町
に
お
住
ま
い
の
人

▼
つ
ど
い
の
ば
／
９
日（
月
）　

午

後
２
時　

下
蕨
公
民
館　

65
歳
以

上
の
市
民　

申
し
込
み
＝
８
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー

▼
終
活
セ
ミ
ナ
ー
／
10
月
３
日

（
木
）・
10
日（
木
）・
29
日（
火
）　

午
後
１
時
半　

い
き
い
き
タ
ウ
ン

蕨　

市
民　

先
着
15
人　

一
部
自

己
負
担
あ
り　

申
し
込
み
＝
20
日

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

　

●
第
三
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
498
・
６
１
２
２
）／
塚
越
に

お
住
ま
い
の
人

▼
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
／
13
日（
金
）

＝
東
公
民
館　

10
人　

18
日（
水
）

＝
同
セ
ン
タ
ー　
８
人　
午
後
２
時   

無
料　

申
し
込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー

▼
介
護
者
サ
ロ
ン
／
24
日（
火
）　

午
後
２
時　

９
人　

申
し
込
み
＝

同
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室
／

27
日（
金
）　

午
後
２
時　

65
歳
以

上
の
市
民　

申
し
込
み
＝
20
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー

▼
講
座
「
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
飲

み
忘
れ
に
つ
い
て
」
／
10
月
18
日

（
金
）　

午
後
２
時　

ウ
エ
ル
シ
ア

蕨
塚
越　

12
人　

申
し
込
み
＝
10

月
17
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑

（
南
町
２
丁
目
）／
60
歳
以
上
の
市

民
が
利
用
可
。

▼
囲
碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
〜
土
曜

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
半　

無
料

▼
ス
カ
イ
ウ
ェ
ル
／
交
流
高
圧
電

位
治
療
器　

午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時　

無
料

▼
す
ま
い
る
キ
リ
リ
体
操
／
24
日

（
火
）　

午
前
10
時　

先
着
20
人　

無
料　

申
し
込
み
＝
同
施
設
（
緯

432
・
７
２
７
１
）

　

●
け
や
き
荘（
塚
越
５
丁
目
）／

60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
け
や
き
健
康
麻
雀
／
第
１
・
３

金
曜
日　

午
後
１
時　

問
い
合
わ

せ
＝
同
施
設
（
緯
441
・
０
７
０
５
）

▼
俳
画
／
第
２
・
４
木
曜
日　

午

前
10
時　

20
人　

詳
細
＝
同
施
設

　

●
松
原
会
館（
錦
町
３
丁
目
）／

60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
や
さ
し
い
筋
ト
レ
体
操
講
座
／

10
月
４
日
〜
25
日　

毎
週
金
曜
日

全
４
回　

午
前
９
時
半　

先
着
17

人　

申
し
込
み
＝
12
日
か
ら
同
館

（
緯
443
・
６
５
４
２
）

▼
お
薬
の
相
談
室
／
10
月
24
日

（
木
）　

午
前
10
時　

先
着
25
人　

申
し
込
み
＝
10
月
１
日
か
ら
同
館

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
19
の
ク
ラ

ブ
が
市
内
に
あ
り
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人
が
入
会
可
。
詳
細
＝

健
康
長
寿
課
（
緯
433
・
７
７
５
６
）

　

●
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス

松
原
」
／
60
歳
以
上
の
人
（
夫
婦

可
）　
施
設
見
学
可　

詳
細
＝
同
施

設
（
緯
432
・
６
７
４
７
）

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
／
14
日

（
土
）　

午
前
の
部
（
午
前
９
時
半

～
11
時
15
分
）
＝
錦
町
、
南
町
、

中
央
１
・
２
・
６
・
７
丁
目
地
区

午
後
の
部
（
午
後
２
時
半
～
４
時

15
分
）＝
塚
越
、
北
町
、
中
央
３
・

４
・
５
丁
目
地
区　

市
民
会
館　

式
典
、
小
学
生
敬
老
作
文
朗
読
、

子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
発
表
、
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど　

対
象
＝
80
歳
以

上
の
人
（
昭
和
19
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
※
対
象
者
に

は
今
月
上
旬
に
招
待
状
を
送
付
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
緯

433
・
７
７
５
６
）

　

●
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
無
料
パ
ス

／
対
象
＝
75
歳
以
上
の
市
民　

申

し
込
み
＝
身
分
証
明
書
（
保
険
証

な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
物
）と
、

証
明
写
真
（
縦
３
㌢
×
横
2.4
㌢
）

２
枚
を
持
参
し
、安
全
安
心
課（
緯

430
・
７
８
３
４
）

　

●
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業

／
自
主
返
納
時
に
65
歳
以
上
で
、

返
納
後
１
年
以
内
に
申
請
し
た
市

民
に
、
バ
ス
回
数
券
（
７
７
０
０

円
分
）
か
タ
ク
シ
ー
券
（
初
乗
り

14
回
分
）
を
交
付
（
１
回
限
り
）。

申
し
込
み
＝
所
定
の
申
請
書
と
年

齢
の
確
認
が
で
き
る
物
、
必
要
書

類
を
持
参
し
、
安
全
安
心
課
（
緯

430
・
７
８
３
４
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

充
実
し
た
毎
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

5　広報WARABI



　地域住民と施設管理者、
市職員等からなる避難所運
営協議会。指定避難所ごと
に設置され、マニュアル作
成等、もしものときに備え
た議論が進められています。初動対応訓練の様子

後
30
年
以
内
に
70
％
の
確

率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
る

首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
、

住
宅
の
損
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

途
絶
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
公

助
の
取
り
組
み
と
し
て
、
小
・
中

学
校
や
公
民
館
等
の
耐
震
化
や
、

高
度
な
耐
震
性
能
を
備
え
た
市
庁

舎
へ
の
建
替
え
、
水
道
配
水
管
の

耐
震
化
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
助

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
避
難
所

運
営
の
在
り
方
や
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
う
避
難
所
運
営
協
議
会
を

開
催
し
、
平
常
時
よ
り
自
主
防
災

会
、
指
定
避
難
所
、
行
政
の
３
者

が
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
構
築
し

て
い
ま
す
（
関
連
下
囲
み
）。

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
被
害

を
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、
こ
う

し
た
公
助
・
共
助
と
と
も
に
、
自

分
や
家
族
の
命
を
守
る
自
助
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。左
㌻
で
は
、

ご
家
庭
で
出
来
る
自
助
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
大
地
震

が
来
る
前
に
、
あ
ら
た
め
て
日
頃

の
備
え
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

今

地区ごとの避難所運営協議会を開催

　１月に発生した「令和６年能
の

登
と

半島地震」に続き、先月８日に南海トラフ地震臨時
情報（巨大地震注意）が発表されるなど、災害への関心や防災対策の重要性はこれま
で以上に高まっています。そこで、ここでは減災の取り組みについて、紹介します。

－大地震が起きるその前に－

日頃の備えを見直しましょう

詳
細
＝
安
全
安
心
課(

緯
433
・

７
７
５
５
）

　水道の基幹管路の耐震化
率は昨年度末で99.4％。今
年度は更に避難所や病院等
への重要施設配水管の耐震
化を進め、こちらも耐震化
率は95％となる見込みです。耐震化工事の様子

令和６年能登半島地震後の石川県七尾市内の様子（被災地に派遣した蕨市職員が撮影）

重要施設へつながる配水管の耐震化
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【分電盤タイプ】 【コンセントタイプ】【簡易タイプ】

●おもり球式 ●バネ式

　慌てず落ち着いて、身を守ることが最優先です。
机の下や、倒れる家具がない廊下・寝室などに逃げ
込むのも有効です。あらかじめ逃げ込む場所を決め
ておきましょう。火の始末は揺れが収まってから。
ガスは大きな揺れを感知すると自動的に止まります。

　自宅の耐震性を確認しましょう。昭和56年５月31
日以前に着工した木造住宅には、診断や改修工事の
補助制度があります。詳細＝建築課（☎433・7715）

　寝室や避難経路にある家具は、倒れないように金
具や固定器具で対策をしましょう。

　大きな揺れを感じた際にブレーカーを自動で切る
装置です。停電からの復旧後に倒れたストーブなど
から火災が起こることを防ぎます。令和６年能登半
島地震により輪

わ

島
じま

市で発生した火災は、電気が原因
である可能性が報告されています。

　さまざまなケースを想
定して、非常時の連絡方
法や集合場所をあらかじ
め家族で話し合っておき
ましょう。

　災害発生から３日間は人命救助が最優先され、道
路の復旧や支援物資の輸送はその後です。まずは３
日分、できれば１週間分の生活用品を準備してくだ
さい。また、水洗トイレが使えなくなったときに備
えて、トイレ処理セットの備蓄もたいせつです。

　防災行政無線やラジオなどで情報を集めましょ
う。防災行政無線の内容はメール、Ｘ、電話・ＦＡ
Ｘでも配信しています。詳細＝下記二次元コード

　自宅が危険な場合は、ヘルメットなどで頭を守り、
非常用持ち出し品を持って徒歩で避難しましょう。
自宅が安全な場合は、自宅で生活を継続したほうが
プライバシーが守られ、精神的な負担を減らせます。

　家族の安否確認には「災害用伝言サービス」の活用
が有効です。平常時のうちに体験しておきましょう。
体験利用日＝毎月１日と15日、防災週
間（８月30日～９月５日）、正月三が日、
防災とボランティア週間（１月15日～
21日）　詳細＝右記二次元コード

メール Ｘ 電話･ＦＡＸ

地震発生時の行動を確認

地震に負けない家づくり

非常時のルールを決める

最低でも３日分の備蓄を
＜身の安全確保・火の元の確認＞

＜住宅の耐震化・耐震診断＞

＜家具の転倒防止＞

＜感震ブレーカーの設置＞

＜情報収集＞

＜自宅の安全を確認＞

＜災害用伝言サービスの利用＞

非常用持ち出し品の例
□懐中電灯　□携帯電話　□運動靴　□ロープ　
□家族の連絡先　□ハザードマップ　□雨具　
□タオル　□マスク　□通帳・印鑑　□救急セット
□携帯トイレ　□携帯ラジオ　□衣類　□軍手
□水・食料　□現金　□身分証明書　□鍵　□薬
※上記のほか、乳幼児、妊婦、要介護者、ペットな
ど、それぞれに合った備えがあると安心です。

確認してみましょう
□避難場所　□避難経路　□連絡方法
□集合場所　□交通機関がまひしたときの対応
□子どもが一人のときはどうするか

備蓄品リスト
□飲料水（１日１人３㍑×家族分×３日分以上）
□食料品　□懐中電灯　□医薬品　□ラジオ
□トイレ処理セット（１週間分）

トイレ処理セットの備蓄を

　安心してトイレに行けない
と、水や食事を控えるように
なり、血が固まりやすくなる
エコノミークラス症候群を引
き起こすことがあります。過
去の災害では避難生活中に心
疾患等で多くの人が亡くなり
ました。１人当たり35回分を
目安に備蓄しましょう。

安全安心課

日
ひ

吉
よし

 さやか 主査

Interview

ストッパー式

マット式

ポール式 Ｌ型金具
（スライド式）

ベルト式

チェーン式

Ｌ型金具
（上向き取付）

プレート式

Ｌ型金具
（下向き取付）

小小　　　　　  　　　　　  器具の効果器具の効果  　　　　　  　　　　　大大
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●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

▼
ド
ル
チ
ェ（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）　

月
３

回　

水
曜
日　

午
前
10
時
（
１
・
２

歳
）　
午
前
11
時
（
２
・
３
歳
）　
南
公

民
館　

月
２
０
０
０
円
〈
石
山
・
緯

080
・
５
０
３
７
・
４
８
４
５
〉

▼
蕨
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ　

金
曜

日　

午
後
１
時　

西
公
民
館　

月
５

０
０
円
〈
小
倉
・
緯
443
・
６
４
５
１
〉

▼
千
の
会（
日
本
舞
踊
）　

第
２
・
４

金
曜
日　
午
前
10
時　
東
公
民
館
〈
花

柳
・
緯
090
・
９
８
２
６
・
３
４
９
９
〉

▼
蕨
南
サ
ッ
カ
ー　

土
曜
日
＝
午
後

１
時　

日
曜
日
・
祝
日
＝
午
後
２
時

半　

南
小
学
校　

３
歳
〜
小
学
生　

月
５
０
０
〜
２
０
０
０
円
〈
佐
藤
・

緯
080
・
３
０
０
０
・
６
５
５
３
〉

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
〜
小
学
生

月
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）〈
小
泉
・
緯

090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
〉

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
０
時
半　
北
町
公
民
館　
無
料
〈
小

林
・
緯
431
・
３
１
８
０
〉

▼
西
公
民
館
卓
球
ク
ラ
ブ　

木
曜
日

午
後
６
時　
西
公
民
館　
月
５
０
０
円

見
学
自
由〈
石
山
・
緯
443
・
７
２
１
４
〉

情報ダイヤル
掲載は無料で抽選です（前月
未掲載の団体を優先）。申し込
み＝毎月１日～５日の平日に
秘書広報課（緯433・7703）へ
※いただいた
情報は、市ホ
ームページに
も掲載します。

特　集

らび
まちの情

報を

発信しま
す

市政スポ
ット

ふれあい交流宿泊費
助成制度の対象拡大

1

　

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
な
自
然

や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
せ

る
よ
う
、
４
月
か
ら
ふ
れ
あ
い
交

流
宿
泊
費
助
成
制
度
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
先
月
ま
で
は
、
ふ
れ
あ

い
交
流
協
定
を
結
ぶ
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
と
栃
木
県
大お

お

田た

原わ
ら

市
の
２
市
村

へ
の
宿
泊
が
対
象
で
し
た
が
、
今

月
か
ら
は
、
災
害
協
定
で
地
域
間

交
流
も
定
め
た
山
梨
県
笛ふ

え

吹ふ
き

市
も

　今月の特集・わらび市
政スポットでは、市が進
めている取り組みの中か
ら、３つの事業について
お伝えします。

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

助
成
額
は
１
人
１
泊
当
た
り
上

限
１
５
０
０
円
で
、
１
年
度
内
に

２
泊
ま
で
。
対
象
は
宿
泊
時
点
で

蕨
市
民
の
人
で
す
。
手
続
き
の
流

れ
は
左
上
の
と
お
り
で
す
。

　

家
族
や
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

３
市
村
の
雄
大
な
自
然
と
文
化
を

お
得
に
体
験
し
て
、
思
い
出
を
作

り
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
＝
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
（
☎
433
・

７
７
２
９
）

声

岩
いわ

波
なみ

 節
せつ

子
こ

 さん
中央５丁目

　６月にこの制度を利用し、片
品村へ行きました｡ 登山はもち
ろん､ 老若男女楽しめる散策ス
ポットもあり、充実した旅行で
した。補助で安く行けるので来
年も行きたいですし、他の２市
の観光スポットも調べてみます。

 自然を感じてリフレッシュ

１人１泊1,500円まで助成！（１年度内２泊まで）
～手続きの流れ～

　申請書を宿泊
先へ持参し、宿
泊証明をもらう

　１か月以内に
生涯学習スポー
ツ課へ申請書と
領収書の写しを
提出（郵送可）

　指定の口座に
助成金が振り込
まれます

※申請書は市ホームページからダウンロードできます

群馬県片品村（尾瀬ヶ原） 栃木県大田原市（那珂川）

山梨県笛吹市（石和温泉郷）
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▼
フ
ラ
キ
エ
レ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　

第

２
・
４
土
曜
日　

午
後
７
時
半　

須

賀
町
会
館　
初
心
者　
月
３
５
０
０
円

〈
見
山
・
緯
090
・
７
８
３
５
・
３
６
０
７
〉

▼
じ
ゃ
す
み
ん
蕨
カ
ラ
オ
ケ
会　

月

曜
日
＝
午
後
１
時　

金
曜
日
＝
午
前

９
時　
じ
ゃ
す
み
ん
蕨（
北
町
５-

５-

18
）
月
１
０
０
０
円　
見
学
自
由〈
佐

藤
・
緯
080
・
３
０
２
４
・
２
５
３
１
〉

▼
日
々
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
会　

水
曜

日　

午
後
１
時　

北
町
五
丁
目
会
館

月
１
５
０
０
円　

見
学
自
由〈
佐
藤
・

緯
080
・
３
０
２
４
・
２
５
３
１
〉

▼
蕨
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル　

土
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
半　

東
小
学
校　

小
学
生　

月
１
５
０
０
円
〈
小
林
・

糸
ｙ
．
ｋ
ｏ
ｂ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｂ
ｙ
＠
ｇ

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
．
ｃ
ｏ
ｍ
〉

　
▼
悠
久
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル　

10
月
１

日
〜
12
月
17
日　

火
曜
日　

全
11
回

午
後
３
時
15
分　

富
士
見
テ
ニ
ス
コ

ー
ト　

中
級
者　

１
万
１
０
０
０
円

〈
田
代
・
緯
070
・
６
４
６
０
・
０
１
９
３
〉

▼
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室　

28
日

〜
10
月
26
日　

土
曜
日　

全
５
回　

午
前
９
時　

富
士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

小
学
生
以
上　

40
人　

１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
20
日
ま
で
に
軟
式
庭
球

連
盟
〈
秋
山
・
緯
443
・
６
６
７
５
〉

▼
お
菓
子
教
室　
14
日（
土
）　
午
後
２

時　

マ
ル
エ
ツ
い
ー
と
ぴ
あ　

小
学

３
年
〜
６
年
生　

先
着
８
人　

５
０

０
円〈
同
施
設
・
緯
432
・
５
８
５
１
〉

▼
蕨
断
酒
会　

３
日（
火
）＝
中
央
公

民
館　

13
日（
金
）＝
南
公
民
館　

19

日（
木
）＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時

〈
大
住
・
緯
090
・
２
７
４
９
・９
６
４
０
〉

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

全
国
の
主
要
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
住
民
票
や
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き

ま
す
。
市
役
所
閉
庁
日
の
ほ
か
、

早
朝
・
夜
間
で
も
利
用
で
き
、
窓

口
で
の
待
ち
時
間
も
不
要
な
の
で

第
３
子
以
降
の
手
当
が
充
実

市役所１階の自動交付機利用も100円割引

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
更
に
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
場
合
は
発
行
手
数

料
が
１
０
０
円
割
引
に
。
ま
た
、

市
役
所
１
階
の
自
動
交
付
機
利
用

も
１
０
０
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

便
利
で
お
得
な
交
付
サ
ー
ビ
ス
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住
民
票

の
写
し
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及
び
住

民
票
コ
ー
ド
は
記
載
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
要
な
場
合
は
市
民
課
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
＝
同
課（
緯
433
・
７
７
５
２
）

児童手当制度の改正２

３

　10月から児童手当制度が下記のとおり改正されます。申請が
必要な人には、今月上旬に必要書類を送付しますので、手続き
をお願いします。詳細＝子ども未来課（緯433・7757）

便
利
で
お
得
な

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　下記に該当の人などは、３日から
10月31日までに申請が必要です｡ 
①所得超過で特例給付を受給してい
ない人
②中学生までの子はいないが、高校
生年代の子がいる人
③児童手当か特例給付を受給中で、
大学生年代の子がいる、かつ大学生
年代までの子が３人以上いる人
※その他、申請が必要な
場合があります。詳細は
市ホームページ参照。

項目 改正前 改正後
所得制限 あり なし

手
当
月
額

３歳未満 15,000円 15,000円
３歳～中学生 10,000円 10,000円
高校生年代 支給なし 10,000円
第３子以降 15,000円（３歳～小学生） 30,000円（高校生年代まで）

第３子加算の
カウント対象 高校生年代までの子

大学生年代までの子
※受給者の経済負担があ
る場合に限る

支払回数 年３回（６､10､２月） 年６回（偶数月）

※高校生年代：中学校修了後、18歳年度末まで（在学等は問わない）
※大学生年代：高校生年代後、22歳年度末まで（在学等は問わない）

コンビニ交付利用で発行手数料が100円割引！

証明書の種類 手数料 利用時間
(年末年始､点検日を除く)

住民票の写し 200円→100円
午前６時半～午後11時

印鑑登録証明書 200円→100円

戸籍謄抄本 450円→350円 午前９時～午後５時
(土･日曜日､ 祝日除く)戸籍の附票の写し 200円→100円
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8/30（金）～9/5（木） 6（金）～12（木） 13（金）～19（木） 20（金）～26（木） 27（金）～10/3（木）
00 市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
国際青少年キャンプ
in　エルドラド報告会

生活支援サポーター
養成講座

市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
けやき荘まつり

敬老の日
プレゼントづくり

市政ガイド
わらび市政ほっとNews

05 タウンタウン
ヨガ＆ストレッチ

タウンタウン
大きな壁画と

ミニ貯金箱つくり

タウンタウン
高齢者学級
空手をならってみよう！

10 蕨市政なう！

進む！
子育てしたいまち蕨

特集・ウィークリープラス

中学生
スピーチコンテスト

特集・ウィークリープラス

第68回蕨高祭

音楽が響き渡るまち

第10回蕨市民音楽祭

蕨市政なう！

高齢者いきいき
元気なまちづくり15

20 採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館

採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん
30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ45分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」９月の番組表CATV

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

ま
ち
の
話
題

こ
こ
で
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　７月31日､ 子育て中のお母さんの運動不
足解消を目的にヨガ＆ストレッチ教室が、
福祉・児童センターで開かれました。ヨガ
のポーズや呼吸法についておよそ２時間、
楽しく学んだお母さんたち。参加した８人
は、ゆったりとリラックスしながら自分と
向き合い、心と体をほぐしていました。

心と体を癒やして整える

　各児童館や公民館で開催された夏休み子
ども教室。北町児童館では７月25日､｢フェ
ルトせっけん作り｣ を行いました。色とり
どりのフェルトを巻き付けたせっけんをお
湯でこすり、参加した17人は泡だらけに。
完成した個性あふれるかわいいせっけんは、
夏休みの楽しい思い出となりました。

カラフルなせっけん作り

　７月27日、総合社会福祉センターでファ
ミリー・サポート・センターの第１回夏祭り
が開催されました。水ヨーヨー釣りや手作
りカエルジャンプ、短冊作りなど多彩なコ
ーナーに子どもたちはにっこり。参加した
20組の親子は、初開催のお祭りを楽しみな
がら、会員同士の親睦を深めていました。

ファミサポ夏祭り初開催
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－629－

　
「
好
奇
心
旺
盛
で
、
体
を
動

か
す
の
が
好
き
な
聖
菜
。
動
物

園
で
は
、
う
さ
ぎ
を
見
て
大
喜

び
。
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
跳
び

回
る
姿
が
、
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ

た
で
す
」
と
、
父
親
の
義
文
さ

ん
。「
最
近
で
は
私
を
気
遣
い
、

洗
濯
物
を
運
ぶ
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
、
そ

の
成
長
に
目
を
細
め
る
母
親
の

美
菜
子
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
、
周
り

を
気
遣
え
る
優
し
い
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
」と
、お
二
人
。

聖
せ　な

菜ちゃん（１歳11か月）

加
か

藤
とう

 義
よし

文
ふみ

さん

　　 美
み

菜
な

子
こ

さんの 長女
中央３丁目

169

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。ただし、今月は12
日です。10月は３日で
す。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

全ての学校体育館の
エアコン整備が完了

　

近
年
の
厳
し
い
猛
暑
か
ら
子
ど

も
達
を
守
る
と
と
も
に
、
避
難
所

と
し
て
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
整
備
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
、
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
、
西
小
、
中
央
東
小
、
塚

越
小
で
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
を
中

心
に
工
事
を
進
め
、
完
了
は
10
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

と
し
て
の
利
用
は
、
塚
越
小
は
２

学
期
開
始
か
ら
、
西
小
と
中
央
東

小
は
９
月
中
旬
か
ら
開
始
で
き
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

蕨
市
で
は
、
こ
の
３
校
の
整
備

を
も
っ
て
、
市
内
10
校
全
て
の
市

立
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
が
完
了
し
ま
す
。
令
和
４

年
９
月
現
在
の
全
国
の
設
置
率
は
、

11
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
蕨
市

の
整
備
は
全
国
的
に
見
て
も
か
な

り
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

今
年
も
危
険
な
暑
さ
が
続
く
夏

と
な
り
ま
し
た
が
、
既
に
、
エ
ア

コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
学
校
体
育
館

で
は
、
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
集

会
や
学
校
行
事
な
ど
が
、
安
全
で

快
適
な
環
境
で
実
施
で
き
て
お
り
、

子
ど
も
達
や
先
生
か
ら
大
変
好
評

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
未
来
を
担

う
蕨
の
子
ど
も
達
の
た
め
、
教
育

環
境
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

植
樹
祭
の

シ
ン
ボ
ル
を
展
示

　来年の春に埼玉県で開催される第75回全
国植樹祭を前に、｢木製地球儀｣の県内市町
村への巡回展示が７月24日から29日まで市
役所で行われました。引渡し式では、各市
町村をかたどったピースをはめ込む木製展
示物に蕨市のピースがはめ込まれました。

　16歳の時に広島で被爆した体験を基に平
和活動を続ける服

はっ

部
とり

道
みち

子
こ

さんとサポートの
菅
すが

田
た

紗
さ

央
お

里
り

さんによる講演会「戦争を語る」
が、先月10日、福祉・児童センターで開か
れました。被爆体験や被爆者としての戦後
の苦しみなどが語られ、集まった40人は、
平和を願う気持ちを新たにしていました。

平和への思い語る講演会

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！　
詳
細
＝
秘
書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）



 今月の河鍋暁斎記念美術館 今月の河鍋暁斎記念美術館

開　館＝午前10時～午後４時
ところ＝南町４-36-４
休　館＝火・木曜日、26日～末日
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 65歳以上の人は年齢の分かる物、学生

　　　　は学生証をご提示ください

詳　細＝同館（緯441 ･ 9780）

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
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に
差
し
上
げ
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一
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除
く
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秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
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連
絡
く
だ
さ
い

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

広
報
蕨　

八
九
〇
号　

令
和
六
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎
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央
東
小
学
校
の
５
年
生
、

和
田
あ
か
り
さ
ん（
10
歳
・

錦
町
１
丁
目
）
が
、
競
泳
の
50
㍍

自
由
形
と
２
０
０
㍍
フ
リ
ー
リ
レ

ー
の
２
種
目
で
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
標
準
記
録
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

１
歳
半
で
水
泳
を
始
め
、
小
学

２
年
生
で
ル
ネ
サ
ン
ス
蕨
の
選
手

育
成
コ
ー
ス
へ
。
速
く
泳
げ
る
よ

う
に
な
る
の
が
楽
し
く
て
、
夢
中

に
な
っ
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

辛
い
練
習
の
と
き
も
、
水
泳
を
辞

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
好
き
な
こ
と
に
は
と
こ
と

ん
集
中
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。

　

順
調
に
タ
イ
ム
を
縮
め
て
い
た

和
田
さ
ん
で
す
が
、
年
齢
区
分
が

上
が
る
に
つ
れ
厳
し
く
な
る
標
準

記
録
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
、

ひと
全国ジュニアオリンピック競泳標準記録突破

夢はオリンピック選手

良
い
記
録
が
出
せ
な
い
大
会
が
続

き
ま
し
た
。
練
習
通
り
の
泳
ぎ
が

で
き
ず
、
焦
り
や
悔
し
さ
が
募
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
番
で
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
１
年
間
さ
ま
ざ
ま

な
大
会
に
出
場
し
、
経
験
を
積
む

こ
と
に
。
ま
た
、
タ
イ
ム
ロ
ス
に

な
る
息
継
ぎ
を
減
ら
す
練
習
に
加

え
、
安
定
し
た
フ
ォ
ー
ム
を
保
つ

た
め
に
自
宅
で
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
も
取
り
組
み
、
体
幹
を
鍛

え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
６
月
の
県
ジ
ュ

ニ
ア
選
抜
大
会
の
50
㍍
自
由
形
。

今
ま
で
の
努
力
を
信
じ
「
必
ず
突

破
す
る
」
と
強
い
気
持
ち
で
臨
ん

だ
和
田
さ
ん
。
自
分
の
泳
ぎ
だ
け

に
集
中
し
て
無
我
夢
中
で
泳
ぎ
、

み
ご
と
自
己
ベ
ス
ト
の
29
秒
86
で
、

29
秒
90
の
標
準
記
録
を
切
り
ま
し

た
。
そ
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
同

月
に
行
わ
れ
た
記
録
会
で
の
２
０

０
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
は
エ
ー
ス

と
し
て
ア
ン
カ
ー
を
任
さ
れ
る
と
、

前
の
４
選
手
を
次
々
に
追
い
抜
き
、

堂
々
の
１
位
で
ゴ
ー
ル
。
記
録
達

成
の
瞬
間
、
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
と

歓
声
を
上
げ
て
喜
び
ま
し
た
。

　
「
憧
れ
の
池い

け

江え

璃り

花か

子こ

選
手
の

よ
う
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍

す
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」
と

話
す
和
田
さ
ん
。
キ
ラ
キ
ラ
し
た

瞳
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
未
来
を

見
据
え
て
輝
い
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

笑顔でガッツポーズする和田さん

中

Kawanabe
yosa

i

　

本
図
は
暁
斎
の
娘
・
暁き

ょ
う

翠す
い

の
作
品

で
、『
伊
勢
物
語
』
の
一
場
面
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

京
の
都
を
離
れ
、
隅
田
川
に
行
き

つ
い
た
平
安
時
代
の
歌
人
・
在あ

り
わ
ら
の原
業な

り

平ひ
ら

の
一
行
が
、
見
慣
れ
ぬ
鳥
の
名
前

を
渡わ

た
し

守も
り

に
問
う
た
と
こ
ろ
「
都み

や
こ

鳥ど
り

」

と
答
え
た
の
で
、
業
平
が
都
鳥
に
思

い
人
の
安
否
を
尋
ね
る
歌
を
詠
み
、

皆
が
涙
し
た
と
い
う
「
東あ

ず
ま

下く
だ

り
」
の

最
終
場
面
で
す
。右
に
杉
の
巨
木
を
、

中
央
に
船
上
の
業
平
を
、
そ
の
目
線

の
先
に
都
鳥
と
桜
を
配
し
、
奥
に
は

木
立
や
民
家
を
描
い
て
、
見
る
人
の

視
線
を
誘
導
す
る
よ
う
、
緻
密
に
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.100─

暁翠筆
｢業平の東下り｣

絹本墨画彩色　軸装

天才絵師の作品

蕨にあり

河鍋暁斎記念美術館　開催中
企画展「暁斎・暁翠　風景画」展
同時開催　特別展「立

たち

原
はら

位
い

貫
ぬき

　復刻版画」展

詳しい内容
は館ホーム
ページを御
覧ください

祝祝100100回回

和
わ

田
だ

 あかり さん




